
愛の家 第 104回運営推進会議議事録

開催日日寺2024/2/8(木)14:00

開催場所 愛の家 GH 相談室

参加者 清田区第 1包括支援センター

平岡第二町内会

ご家族様     ,
ホーム

今野様

佐々木様 。天野様・勝井様・永井様

小野寺様 。長尾様・伊藤様

柔原・山崎 。井幡

議題 1  参加者自己紹介  (省略)

議題 2 2024年 1月 2月 の行事報告・予定を書くユニットより報告。

1月 行つた「カミニシビレンジ」、2月 に行く予定の「レインJに質問ある。

両店ともに場所の質問あり、返答。

議題 3  令和 5年度の自己評価を提示、ご意見を頂いた。

運営推進会議用ツール

【2】 避難訓練を一緒に行つていた時は、はじめの頃は、外部の人 (町内会)に固

まつていた方も回を重ねると慣れていた。

災害時は、率先して駆けつけると思つている。 (町内会の方より)

【3】 運営推進会議で、毎回学べている。(ご家族より)

【4】 平岡地区で行われる、取組にも管理者は参加している。協力関係が取れてい

る。 (包括センターより)

【15】 他のGHは外泊・外出にまだ制限があり、家族・入居者を想い融通があって良
かった。 (ご家族より)

【17】 手の掛かる母を手厚く介護して頂いてくれて感謝している。 (家族より)

【48】 運営推進会議の開催は早くされている。町内・ご家族が多く参加している。町

内との関係もスムーズだと感じている。(地域包括センターより)

-613,21

多くのご意見を頂く。



議題 5

議題 4 1月 外食時のパワーポイント上映

・平岡地区は認知症の方が多い。回りに気付いてもらう。認知症を知つてもらう。

その上台を作っていかなければならない。

・毎回、行事がすごいと思う。入居者さん、職員さんみんな笑顔。

・毎回毎回、地域と自身の学びと思っている。

・みなさん、生き生き楽しそう。ここの GHで良かつた。
。ここに来ると、暖かい気持ちになり、幸せな気持ちになる。

・暖かくて、胸いつぱいになる。

・毎回、色々な情報が身に付き、経験しないとわからない事と思う。

・町内会との交流がすごい。

上記、ご意見頂ける。

議題 6 共用ディ、現在のご利用者は 0

以上



自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

(参考様式 1)

榊発琴醜李
h タイトル

I堅念の共有と実践

評価項目

地域密着型サービスの意義をお、まえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている

自己評価

⑥ 充分にできている

Bほ |まできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

盟述

「介護理念」は毎朝朝礼にて、

全員で唱和し実践につなげてい

る。

運営推進会議で話しあつた内容 外部評価 組述

事業所と地域との

つきあい

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所白

体が地域の一員として日常的に交流して

いる

A充分にできている

③ほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

夏まつりは、地域の一員とし

て、町内の方とのコミュニケーショ

ンの場として、交流が出来てい

る。

コロナ前の避難訓練時、初めての時

は外部の人たちを拒否していたが回

数を重ねると受入てくれた。交流がで

きていると思う。

運営推進会議を活

かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

A充分にできている

oほ 1まできてぃる
Cあまりできていない
0ほとんどできていない

ご家族・町内・包括支援センター

から毎回ご意見を頂いている。

運営推進会議は、コロナが 5類に

なってすぐに開催。包括・町内・家族

が毎国参加した頂いている。

市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り絶んでいる

A充分にできている

電)ほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

包括支援センターと密に情草R共

有している。

包括が主催の勉強会等に積極的に

参加している。

身体拘束をしない

ケアの実践

代表者および全ての職員がr介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施鑓を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる

分にできている

B ほばできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

定期的に身体拘束をしないケア

の研修を行つている。

A充 分にできている

9ほ
はできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

玄関の施錠も含め、身体拘束のな

いケアを正しく理解し、今後も継続し

ていく。

虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぷ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる

0充分にできている
Bほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

定期的に虐待の研修を

行い、職員同士のチェックも行つ

ている。
O概【冦盈ぃ
Dほとんどできていない

虐待防止の研修を

継続して行つていく。

権利擁護に関する

制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぷ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している

A充分にできている
Bほぼできている

oあまりできていない
Dほとんどできていない

「 成年後見制度」の研修は、資

料配布のみで研修ができていな

い。



契約に関する説明

と4内得

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑間点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る

①
充分にできている

B ほぽできてぃる

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ご入居時は、しっかり時間をか

けてご家族の納得が得られる

迄、T寧に行つている。

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

A充分にできている

廻)ほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできてぃない

家族アンケートを

年 1回実施し、フィードバックを玄

聞に掲示している。

A充分にできてぃる

〇
ほぼできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

家族アンケートを継続し、職員はフ

ィードバックし全員が共有している。

運営に関する職員

意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見ゃ提案を聞く,士会を讃け、反映さ

せている

A充分にできている

Эほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

定期面談を年、4回行つてい

る。エンゲージメントアンケートを

年 2回行い、職員の意見を聞く

努力をしている。

就業環境の整備

代表者 Iよ、管理者や職員1回々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

1動時間、やりがいなど、各自が向上心を

持つて働けるよう職場環境 ,条件の整備

に努めている

A充 分にできている

9ほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

3カ月に 1度のキャリアパス制

度により、技術の成果を評価でき

る様にしている。

A充分にできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ほぼできている 3月 に1度は面談をし、目標の達成

を確認している事を今後ね継続。

職員を育てる取り

組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、l動きながらト

レーニングしていくことを進めている

A充分にできている

◎ほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

介護福祉士・ケアマネの研修は

無料受講している。また、リモート

による認知症ケアの研修を月2

回発信されている。

A充分にできている

0ほ Iギできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

研修はコロナ 5類後、積極的に受

講している。(リモート)継続していき

たい。

同業者との交流を

通した向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットヮークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている

A充分にできている
B ほIまできてぃる

Cあまりできていない

9ほとんどできていない

同業者との交流は、コロナ禍に

なってからは、殆ど出来ていな

い。コロナ 5類以降も同業者との

交流はできていない。

本人と共に過ごし

支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者向士の間係

を築いている

A充分にできている

電)はばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

新しいご入居者には、仲良くな

れそうな方同士の環境作りをして

いる。職員が中に入り橋渡しをし

いてる。

歳

馴染みの人や場と

の関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

大や場所との関係が違切れないよう、支

援に勢めている

① 充分にできている

B ほ|まできてぃる

oあ吉りできていない
Dほとんどできていない

コロナ5類以降は、ご家族の居

室立ち入り・外泊等解除し大切な

1家族との時間作りができる環境を

作つている。

外泊・外出・面会人数・面会時間等

に制限している他事業所もあるが、

家族との時間を多くとれる様務めて
いる。

2



思いや意向の把握

―人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把樋に努

めている。

A充分にできている

Эほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

・
日に引画は居室て休息したい

方、体を動かしていたい方、元気
な時の仕事守思い出し、される

方。生活歴はしつかり把握し、自

宅に近い環境で過ごして頂いて

いる。

チームでつくる介

瞳計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介離計画を作成

している

A充分にできている

③ほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ご家族から伺つた要望をしっか

リプランに作成し、職員もプランを

反映したケアを実践している。

しつかりと家族より聞き取りを

し、アイデンティティを大切にしたプラ

ン作成を実践している。

A充分にできている

Dほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

入居から1カ月日に2回 目のケア

プランを作成している。入居 1カ月

内には、ご家族との連絡を密にして

いる事を継続する。

個別の記録と実践

への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別言己録に百己入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

,舌かしている

餅
分にできている

B ほばできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

画―的な介護にならない様に、

常に情報を共有し、プランも見直

しをしている。

A充分にできている

Oほ
|まできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

個別のファイルを用意し、出来る限

りの情報共有をしている。

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化

本人や家族の1状況、そσ時々に生まれる

ニーズに対応して、唯存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる

①
充分にできている

B ほ|まできてぃる

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

「今」その方に必要な支援はな

にか?毎月の会議で話合い、ま

た、生活自立支援では、3カ月に

1度の更新もしている。

画―的なケアにならない様、担当

者は細かな変化をユニット職員に共

有している。

地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

―安全挙豊かな暮らしを楽しむことかできるよi
う支援している

A充分にできている

9ほばできてぃる
rC'おまり悠善てぃない
Dほとんどできていない

外食を楽しんだり、ご自身が欲

|し
し,｀と言われる、生為邪―品を .
買いに行ったしている。

OOが欲しい～との声があった時
は、職員と出来る限り買い物に行き、

自ら選んで頂いている。

かかりつけ医の受

診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している

り
分にできている

8 ほ|まできている

Cあまりできていない
D.ほとんどできていない

ごう内科・訪看ステーションしらか

l」ことは連携が取れ、充分な支援

が出来る環境にある。

入退院時の医療機

関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

よ引こt病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行つている。

0充分にできている
B ほばできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

提携医は、ご家族の希望を踏ま

え、入院先等も意向に沿える様

に配慮して下さり、入院された場

合は、連携室との連絡もとれてい

る。

A充分にできている

① ほぼできてぃる

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

入院時には、病院に1週間に 1度

の連絡を入れている。長期入院にな

らない様、努力を継続する。



重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人'家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針t共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる

Э充分にできている
B ほ|まできている

Cあまりできていない
Dほとんどできてぃない

入居の時点で終末期の説明を

家族にしている。

充分にできている

B ほ|まできてぃる

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

協力医療機関・訪問看護と協力の

上、終末期支援に取り組んでいる。

急変や事故発生時

の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実議力を身に付けている

A充分にできている
B ほ|まできてぃる

で〕
あまりできていない

Dほとんどできていない

今期(2,期 )職員全員が救急救

命講習を受講する。

A充分にできている

⑤ほぼできている
0あまりでぎていない

91蛋とんどできてしヽない

o尭州こできてぃる
Bほはできてぃる
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

火災訓練・災害司‖練は年に2回

行つている。コロナ前は、町内会

の参加があったが現在はホーム

職員のみで行つている。

特にトィレ誘導等は、耳元てお誘

いしたり、他者へわからない様エ

夫をしている。

避難訓練は、町内会に参加して頂

き年 2回行つている。

避難訓練・災害訓練共に行つてい

る。今後も継続する。また、発電機も

購入し、充電子ェックをしている。

受容・傾聴をしっかり職員が行って

いる。

中
一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保

災害対策

火焚や地震、水害等の換害時に、昼夜を間

わず粕I用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに〔地域との協力体制を

築いている

一人ひとりの人権を尊重し、誇りやプライ

パシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる

A充分にできている

9ほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

A充分にできている

〇
ほぼできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

日々のその人らし

い暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に
｀

そって支援している

③充分に下きている
B ほ|まできてぃる
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

朝、遅く起床したい方、夜みた

いテレビを居室でご覧なる

方、それぞれのペースで生

活して頂いている。

食事を楽しむこと

のできる支援

食事が楽しみなものI「なるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

月競員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる

ξ

'そ

幹:ほ]ヱFな
る

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ご入居者と一緒に調理をしたり

片付けも一緒にしている。

露aほご辱i;な
る

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

食事は、楽しんで頂ける様に工夫

している。ブログでも紹介している。

栄養摂取や水分確

保の支援

食べる量や栄秦バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている

冤律ほどヱFな
る

Cあまりできていない
Dほとんどできてぃない

食事量`水分量はしっかり甘B握

している。昼にはトータルを見て

不足がないか確冨忍も行つている。

たんぱく資の補強もしている。

日腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの日腔状態や本人のカ

に応した口腔ケアをしている

ィ  
ヤ
  i   1`   'i

露律ほごヱFな
る

0あまりできていない
DJ再とれどできてt｀ない

1日 4回 (起床・朝食後・昼食

後・夕食後)行つている。口腔ケア

の出来ない方は週 1画歯科医に

診 て頂いている.。

A充分にできている

0よ
ぼできている
Cあまりできていない
D・ ほとんfて'きていない

しつかリケア出来ない方は、デンタ

ルクリニックにお願いしている。
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31 排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トィレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる

O充分にできている
B ほ|まできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

毎週訪問看護で敵便をしていた

方も起床時の冷水・運動・漢方薬

で自力排使が出来る様になつた

ケースがある。

A充 分にできている

③ほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

水分・運動・を考え提供している。

31
入浴を楽しむこと

ができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている

A充分にできている

③ほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

入浴の拒否がある方には、入

浴日の朝より気分を良好にする

様話をし、お誘いをしている。

ea 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している

露含ほ]尋岳甘
る

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

その方によって午前・年後休息

をする様、体調管理をしている。

34 服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている

電⊃虎州こできている
Bほぼできてぃる
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

菓情を各ユニットに常備し、確認

できる様にしている。また、薬情

をいつでも見る事が出来る様に

持ち歩いている。(ノーディス)

①充分にできている
Bほばできてぃる
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ノーディス には、ケアペディァがぁ

り、薬情報が全て十入力されてい

る。

9'
役割、楽しみごとの

支援

張り合いや暮びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている

υ分にできている
Bほ |まできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

外に出かける事で気分転換・束1激

のある生活をして頂いている。

役割は、プランに記載し職員は把

握している。

お店を営んでいた方は、週 2回届く

お菜の検品を行って頂いている。

また、毎日掃除機をかけて頂く方等

役割をもった生活をして頂いている。

80 日常的な外出支援

一人ひとり|のその日の希望にそつて、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

A充 分にできている

ほばできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

外泊・ご家族との外食ができて

いる。

ご家族との外出・外泊は今後も大見制

なく継続し、コロナ前の様にホームの

鍵を開めて海水浴等等でを計画して

いる。、

3,
お金の所持や使う

ことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している

A充分にできている

Эほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

買い物に行つた方は、あえてレ

ジでお金を支払つて頂いている。



電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している

ξ

'!羊

:握]二よど
る

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

毎日電話をしている方、また、

行事で年賀状を作成したり、絵手

紙を作成しご家族に送ったりして

いる。

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

々ヽlヵを活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて 一ヽ

人ひとりが宿心地よく過ごせるょうな土夫

をしている  |        
 `.

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿つた暮らしができ

ている ヽ

③充分にできてぃる
8ほばできてぃる
Cあまりできていない
Dほとんどできてぃない

A充分にできている

Oほばできている
oあまりできていない
Dほとんどできていない

玄聞・各ユニッHこは、季節に合

わせた拘リディスプレイをしてい

る。また、採光・テレビの音等を考

慮している。

言
l当来る限りの支援をしている。

冤律Eビ辱F甘
る

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ディスプレーは、札幌平岡の拘りで

す。

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることん`で

きている 、
電【鷺と∴ぃ
Dほとんどできていない

入居時に生活歴・家族蘭1食の情'

報を頂いている。情報に基づきケ

アをしている。

居心地のよい共用

空間づくり

本人主体の暮ら

し

本人は、自分の健康面∫医療画・安全

面・環境面について、ビ々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる

Ai充分にできている

Эはばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

「痛い」「痒い」等を職員に言つ

て頂ける環境作り1こ力を

いれている。
麓督冦盈ぃ
Dほとんどできてぃない

ご本人の訴えをユニット職員は、情

報共有している。

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあつた生活ができて

いる

A充分にできている

Dほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

出来る限りご本人の入居以前

の生活をベースにしている。

生活の継続性

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近(自室等)

に持つことができている

o充分lこできている
B ほはできてぃる

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

入居時は、仏壇を持ち込まれた

り、写真(アルバム含)も飾られて

いる。

A充分にできている

Эほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

馴染みの物は、持ち込まれている。

薬・食べ物を居室に置きたい要望が

ある。

6



46

本人は、自分の意向、希望によって

戸外に出かけることや、催 (祭 )事に

参加することができている

A充 分にできている

Эほぼできてぃる
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

今現在は、外出を拒む方はい

ないが、拒否があつた場合は、傾

聴し焦らずに支援をしてきた。

現在は、外出時、口紅を塗られた

り、自らコーディネートして、外出を楽

しまれている。

イ
11)    :

本人が持つ力の

活用

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている

麓晏忍盈ぃ
Dほとんどできていない

毎日脳トレ等を行つているが、

その方に合わせた内容を提供し

ている。

4字

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている

A充分にできている

③ほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

毎日行うゲームの中で、「質問

カード」等を入れて得意だった事

を被露して頂く場面を作りだして

いる。

A充分にできている

Dほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ご入居者の生活歴・性格等を加味

した環境を意識的に作り出してい

る。

.48

本人は、自分なり
「こ近隣や地域の

人々と関わつたり、交流することがで

きている

A充分にできている

Oほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

買い物時・祭り等、限られた中で

の交流は出来ている。

町内の回覧板を職員と一緒に回しに

行ったり、町内を職員と散歩し新たな

発見をしたりしている。

■9‐ 総合

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている

冤稔|:ご三:せ
る

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

家族のご葬犠で参列した時に

「早くホームに帰りたい」と一泊せ

ずに帰つてこられた方いる。そう

言つて頂けるケアを継続していき

たい。

この地域にホームがある事、18名

の入居者が生活をしている事を町内

の方は好意的にみてくれている。家

族が町内との関わりを安心と言つてく

れている。このまま存続したい。

露色ほどこ:な
る

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ご家族・ご本人が安心して、楽しく

日々を過ごして頂ける様、ホーム内

は、入居者ファーストにしている。


